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○研究として扱いたし弩噸鄭願マネジメントに関する課題  ※いずオ功 にヽ○をつける
部    学年   学級    その他 ( )

○テーマ

ICT機器を積極的に活用した学習支援の充実について 一アセスメント集計を通して一

○研究のスタイル

嚇 舞 動

鍬 の内容や方向性 (鋤 が一日で分かるように構造的に示す。)

ICT機器を積極的に活用した学習支援の充実について
一アセスメント集計を通して一

…・教師がICT機器を容易に使いこな
すことが難しい

・授業での活用の場面が増えていない

(※学校評価・校内アンケートより)

書えられ劉園因
◆ICT機器の環境を把握できていない
・手作り教材からICT機器にシフトするため
の教材が周知されていない
0は の準備に時間が力功 るヽ

IICTを活用した学習支援の経験が少ない

・ ICT環境の整備と有効な ICT機器の周知
・ ICT機器を使用する上での課題の集計
。理勤轟準備の短縮と簡略化に向けた ICT笏 黎
。実態に合わせた機 アプリやソフトの実践研修

・学習支援の中で積極的にICT
機器を活用することができるよ

うになる。

<アセスメント>
・児童生徒のICT機器使用
頻度の調査
・授業でのICT機器の実践
事例の集計
・ ICTに関する課題の集約

<学習支援のために>
・ ICT機 器の環境整備
。個々の障害の実態に有効な
ICT機器の周知
・共有できる教材の工夫と

制
<彬 >

<校務分掌内の役割>
・ ICT係内でゆ
・学習支援アプリやソフト

の情報収集と使用検証
・共有できる教材蜘 と

周知
・メールマガジンの配信

≪
。日々 の学習支援の中で,個々の実態に応じたICT機器を積極的に活用し,取り入れていくことで児童
生徒の自己表現に向けた土台とすることができる。


